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調 査 名
 東南海・南海地震予測のための地下水等総合観測施設整備工事（愛媛県新
居浜市地区）
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風化し、脆くなっており、コアは、短柱
状主体で、部分的に礫状となっている。

1.9ｍ～2.3ｍ　縦方向の亀裂あり。60°
程度の高角亀裂多い。

6.4ｍ～7.7ｍ　縦方向の亀裂あり。60°
程度の高角亀裂多い。
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全体的に網状の亀裂が認められ、原岩の
組織は乱れていて認めにくい。亀裂は、
暗褐～茶褐に変色しており、不明瞭な箇
所も多い。
8.1ｍ～10.3ｍ　縦方向の亀裂があり、
コアは片状～礫状で、亀裂部は不明瞭で
風化が著しい。
10.3ｍ～12.7ｍ　コアは、棒状～短柱状
だが、変質も進んでおり、原岩の組織は
認めにくい。

12.7ｍ～16.9ｍ　コアは、短柱状～礫状
だが、変質も進んでおり、原岩の組織は
認めにくい。

15.5ｍ～16.8ｍ　縦方向の亀裂がある。
まわりも高角の亀裂が目立つ
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16.9ｍ～20.8ｍ　コアは、棒状～短柱状
で、亀裂は暗褐色に変色している。
17.5ｍ～18.6ｍ　微細な亀裂が目立ち、
特に、原岩の組織が乱されている。

20.8ｍ～22.0ｍ　縦方向の亀裂があり、
コアは片状となる。

22.8ｍ～22.9ｍ　捕獲岩を含む。捕獲岩
の周囲は暗褐色となる。
22.1ｍ～24.5ｍ　縦方向の亀裂が目立ち、
コアは、短柱状～片状、亀裂に沿って原
岩の組織が若干乱れている。亀裂は暗色
に変色している。割れ目がボロボロ。

25.2ｍ～25.9ｍ　高角の亀裂が集中する。
割れ目は茶褐色に変色している。

26.3ｍ～27.0ｍ　高角の亀裂が目立ち、
コアは、片状～礫状となる。
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泥質ホルンフェルスと花崗閃緑岩が混在
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26.3ｍ～27.0ｍ　高角の亀裂が目立ち、
コアは、片状～礫状となる。

泥質ホルンフェルスと花崗閃緑岩が混在
する。花崗閃緑岩は、有色鉱物がほとん
ど含まれない。
27.0ｍ～28.3ｍ　亀裂が多く、コアは片
状～礫状である。部分的に亀裂面が茶褐
色に変色している。
28.3ｍ～30.0ｍ　コアは長柱状～片状で
ある。28.7ｍ付近に、高角度の亀裂が認
められる。

30.0ｍ～33.4ｍ　コアは短柱状～礫状で
ある。32.0ｍ以深より、脆弱になり、色
調の灰白色～暗褐色へ変色する。

33.4ｍ～34.7ｍ　コアは、長柱状～短柱
状で、新鮮である。高角度の亀裂が認め
られる。
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34.7ｍ～35.5ｍ　高角の亀裂が多く、コ
アは短柱状～片状。

35.5ｍ～37.8ｍ　棒状～短柱状。棒状コ
アに亀裂がほとんど認められない。
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37.8ｍ～42.0ｍ　棒状～片状。花崗閃緑
岩が貫入する。

42.0ｍ～42.7ｍ　泥質ホルンフェルスと
花崗閃緑岩が混在し、接触部は暗褐色に
変色している。コアは片状である。
43.0ｍ～46.9ｍ　コアは、短柱状～片状、
一部礫状。

44.2ｍ～44.5ｍ　縦方向の亀裂があり、
茶褐色に変色している。
45.0ｍ～45.6ｍ　高角の亀裂があり、茶
褐色に変色している。
花崗岩片、アプライト片が含まれる。方
解石の脈が認められる。
46.9ｍ コアは礫状。表面は茶褐色に変
色している。
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47.0ｍ～49.0ｍ　コアは棒状～短柱状。
48.6ｍ付近のみ礫状。棒状コアにも微細
な亀裂が認められる。下位の泥質ホルン
フェルスとの接触部は、暗灰～暗褐に変
色している。
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短棒状～片状。49.6ｍ付近のみ礫状。表
面は暗灰色に変色している。
柱状コアにも微細な亀裂が認められる。
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